


































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
我が国の農業総産出額は約9兆円前後で推移している。品目別の産出額構成比では畜産が
最も大きく約36〜37%、次いで野菜が約25%前後を占めるため、選択肢2の組み合わせが適
切である。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
タイとベトナムはインドに次ぐ世界有数の米輸出国であり、生産した米の多くを世界各地
へ輸出している。輸出量より輸入量が多いとする記述は貿易実態と逆であり不適切であ
る。

●問題Ⅲ-3
正解は③
パンやめん等に用いられるパンコムギ（普通系コムギ）はゲノム構成AABBDDを持つ異質6
倍体（2n=42）である。2倍体とする記述は植物遺伝学的に誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は①
我が国の国産砂糖供給量は、北海道で生産されるてん菜を原料とするてん菜糖が約8割を
占め、甘しゃ糖（約2割）よりも大幅に多いため、選択肢1の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は④
高等植物の必須元素は炭素や酸素のほか多量・微量要素を合わせた16〜17元素である。ナ
トリウム、アルミニウム、コバルトはいずれも必須元素に含まれないため④が該当する。

●問題Ⅲ-6
正解は③
野菜生産出荷安定法に基づく指定野菜14品目のうち、ほうれんそうは指定野菜であるが、
こまつなは特定野菜に位置づけられており指定野菜には含まれないため、③が該当する。

●問題Ⅲ-7
正解は②
キャベツ、ハクサイ、ダイコンはいずれもアブラナ科に属する野菜である。他の選択肢は
ナス科にカボチャ（ウリ科）、キク科にブロッコリー（アブラナ科）などが混在し誤りで
ある。

●問題Ⅲ-8
正解は①
我が国の茶栽培面積の上位県は静岡県、鹿児島県に次いで三重県が第3位である。埼玉県
とする記述は実際の栽培統計と異なり不適切である。

●問題Ⅲ-9
正解は④
露地栽培は開放系であり、気象変動の影響や天敵の逸散、外部からの害虫の連続的侵入が
あるため、天敵のみに依存して害虫を防除することは極めて困難である。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
施肥基準は農耕地外への環境負荷低減を考慮しつつ、作物の安定多収と品質向上を図るた
め、作物ごとに化学肥料の施肥量を定めた指針である。

●問題Ⅲ-11
正解は②
キクは短日植物であり、電照による長日処理は花芽分化を抑制して栄養成長を維持し、開



花期を遅らせる抑制栽培に利用されるため、開花を早めるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は⑤
紅茶の製造では、茶葉破砕に伴いポリフェノールオキシダーゼがカテキン類を酸化重合さ
せてテアフラビン等の赤色色素を生成する酵素的褐変を利用している。

●問題Ⅲ-13
正解は①
フグ毒の本体は猛毒の神経毒テトロドトキシンである。ソラニンはジャガイモの芽や緑皮
部に含まれるグリコアルカロイド（植物性自然毒）であるため誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は②
原子吸光分析法は、熱により原子化された基底状態の原子が固有波長の光を吸収する現象
を測定する手法である。放出光を測定する発光分析法と混同しており誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は④
アミノ酸は同一分子内にアミノ基（-NH2）とカルボキシル基（-COOH）の両方を持つ有機
化合物の総称である。どちらか一方のみを持つとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は③
アスパルテームはショ糖の約200倍の甘味度を持つ高甘味度人工甘味料であり、甘味成分
である。うま味成分とする組み合わせは誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は①
コンニャクの主成分はグルコマンナンであり、糊化後に水酸化カルシウム等のアルカリを
加えて凝固させる。凍りコンニャクは冷凍後に乾燥させたものである。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
高病原性鳥インフルエンザはA型インフルエンザウイルスによる法定伝染病であり、近年
国内で毎シーズン発生が確認されている。他の選択肢は病原体や宿主が誤っている。

●問題Ⅲ-19
正解は②
乾草の調製は圃場での天日乾燥に依存するため、乾燥期間中の降雨や日照等の天候条件に
よって品質や養分損失が大きく左右される。左右されないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
牛の部分肉において、首寄りの背部Aはかたロース、中央背部のBはリブロース、腰部背側
のCはサーロイン、もも側の臀部Dはらんぷに対応する。

●問題Ⅲ-21
正解は④
立耳白色の大ヨークシャー種、垂耳白色のランドレース種、赤褐色のデュロック種、黒六
白で肉質に優れたバークシャー種の組み合わせが適切である。

●問題Ⅲ-22
正解は①
C/N比が最も低く易分解性で速効性肥料となるのが鶏糞、中間が豚糞、敷料由来の炭素が
多くC/N比が高く土壌改良効果が高いのが牛糞である。

●問題Ⅲ-23



正解は③
連続放牧では家畜の選択採食により好きな場所や草種ばかりが過放牧となり、不食過繁地
が生じて草地の利用効率が低下するため、利用性が高くなるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は④
農村自然環境は長年の持続的な農業生産活動や集落の共同管理を通じて維持されてきた二
次的自然である。人手の継続的な介在が生態系や景観の保持に不可欠である。

●問題Ⅲ-25
正解は②
太陽熱利用は天候や昼夜、季節による日射変動の影響を直接受けるため、エネルギー源の
変動は大きい。変動が小さいとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
酸化剤によって消費された酸素量を表す指標は化学的酸素要求量（COD）である。BODは好
気性微生物が有機物を分解する際に消費する酸素量であるため誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は③
排水をポンプで戻して再利用する方式は循環灌漑（反復利用）である。輪番灌漑（番水）
は水路系統ごとに順番・時間を定めて配水する管理方式であるため誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は①
畑作物は湛水に対する耐性が極めて低く根腐れを起こしやすいため、汎用農地の畑利用時
における許容湛水継続時間は数時間から半日以内とする。24時間以内とする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-29
正解は④
もぐら暗渠（弾丸暗渠）は、弾丸状の穿孔機を地下に通して空洞の通水孔を形成する無材
暗渠であり、管材や疎水材を埋設しない工法であるため誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は①
配水計画に基づき上流から流下させる方式が上流水位制御（供給主導型）、末端需要に追
従して給水する方式が下流水位制御（需要主導型）である。

●問題Ⅲ-31
正解は④
供用期間内に1〜2度発生する確率を有する地震動がレベル1であり、発生確率は極めて低
いが最大級の強度を持つ地震動がレベル2である。説明が逆で誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は③
均一型ため池は全体が土質材料のため浸潤線が高くなりやすく、法面勾配を緩くする必要
があり、一般に堤高が低い場合に適する。急勾配で高堤高に適するとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-33
正解は②
ダルシー・ワイスバッハの式より、円管内の摩擦損失水頭は断面平均流速の2乗に比例す
るため②が適切である。潤辺はπd、ピエゾ水頭は位置水頭と圧力水頭の和である。

●問題Ⅲ-34
正解は③



基本構想段階での関係者の合意は地域全体の包括的な方針合意であり、具体的な権利関係
や費用負担を伴う個別事業の計画・実施における合意を直ちに意味するものではない。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
ある選択肢を選んだことで放棄された他の選択肢から得られたはずの最大の利益を機会費
用という。生産量増加に伴う追加費用は限界費用であるため記述は誤りである。




